
『他とのかかわりの中で常に自分を見つめ，学び続ける教員を養成する』

重点１ 重点２  　他とのかかわりを通して，自己肯定感をさらに高めること

重点３ 重点４

(1)

(2)

(3)

(4)

１　「学び続ける教師」養成講座（採用試験対策講座）

　(1)教育実習受入れ校調整（小・中・高・特支・栄養）

　　　・教育委員会・学校を通じた受入れの依頼・調整

　　　・在仙大学教育実習等連絡協議会を通じた受入れ依頼

　(2)事前準備相談 　(3)山元町教育委員会

　　　・教育実習に関する資料提供及び相談、指導技術指導 　(4)塩竈市教育委員会

　　　・学級経営や教科経営に関する資料提供及び相談 　　　　求められる力と技術を高める内容 　(5)宮城県教職員育成協議会

　　　・配慮を要する学生の事前支援（実習校との連携） 　(6)仙台市教員育成協議会

　(7)全国私立大学教職課程協会

　(4)実習校の訪問 　(8)東北地区私立大学教職課程研究連絡協議会

　　　・適宜の訪問指導（学類との連携） 　(9)在仙大学教育実習等連絡協議会

２　介護等体験支援 　(1)教員採用試験に向けたガイダンス   (10)宮城県特別支援学校教育実習連絡協議会

　(1)体験先施設・受入れ校調整（小・中免許取得学生） ２　「現職教員のための公開講座」の開設

　　　・宮城県教育委員会を通じた受入れの依頼・調整 　(1)宮城県教育委員会・宮城県総合教育センターとの連携

　　　・宮城県社会福祉協議会を通じた体験先施設受入れの依頼・調整 　(2)中堅教諭等資質向上研修(選択研修)としての位置付け

 （2)専任教員による事前指導   (3)若年層教員及び講師を対象とした研修としての位置付け

　(3)体験先施設に関する資料提供及び相談 　(4)教職課程を履修する本学学生の受講（現職教員との交流）

３　学校インターンシップ ３　宮城教育大学教職大学院等との連携

　(1)宮城県教育委員会及び仙台市教育委員会の事業への学生参加支援 　(1)宮城教育大学との協定に基づく特別入試受験者への支援

　(2)日常的なインターンシップの受入れが可能な学校との連絡・調整 　(2)教職大学院や教員採用試験「大学院猶予」に関する情報提供

４　学校ボランティア活動・学習支援活動に関する支援 ４　教員採用試験の早期化等に関する情報の収集と関係機関との連携

　(1)尚絅学院中学・高等学校での学習支援活動

　(2)名取市や仙台市・学生居住地での学校ボランティア活動 ４　大学推薦による教員採用試験受験者への支援

　(3)学生生活課・学類との連携 　(1)教員採用大学推薦候補者選考会議に関する事項

５　教育実践力向上ＣＢＴ(Computer Based Testing)参加支援

　(1)北海道教育大学で実施する事業への参加と活用

　(2)年度内に５回程度実施

　　　・教員に求められる教養、基礎学力を高める内容 　　　・教職を目指す学生が『名取』を学びのフィールドとできる

　　　　ようにするための連携強化

　(2)亘理町教育委員会

　　　・関係学類教員や外部講師による集中講座

　　　・宮城県特別支援学校教育実習連絡協議会を通じた受入れ依頼

２　教員採用試験受験に関する相談・支援

　(2)教員育成指標に基づいた、教員という職業、学級経営・教科

　(3)新規採用にあたっての相談・支援、各種事務手続きのサポート

　(4)講師任用にあたっての相談・支援、各種事務手続きのサポート

３　教師力養成講座

　(1)教職課程部門教員、外部講師、県教委等の関係機関担当者から

　　 教師という仕事の厳しさと魅力を学ぶ内容

　　　・基本的な事項の解説、集団討議・面接・模擬授業の実践

　(2)人物試験対策講座

　　　・週５コマ程度の講座の実施（４月～７月）

　　　・関係学類教員や外部講師による集中講座

　　 指導などに関するガイダンス

　(3)外部講師による特別講座の実施

　(2)該当自治体教育委員会との連絡・調整

　(3)該当学生への指導・支援

　(2)各自治体担当者を招いた教員採用試験学内説明会の実施

　(3)関係学類の授業「教育実習指導」への協力・支援

　(3)学生のニーズに応じた実技試験対策講座指導

　　　・面接、集団討議、模擬授業、小論文などの人物試験で

　　　・週５コマ程度の講座の実施（８月～９月）

（主として「養成」に関する内容） （主として「採用」に関する内容） 　　　　　（主として教師教育、「研修」に関する内容）

１　関係機関との連携

　(1)筆記試験対策講座 　(1)名取市教育委員会

１　教育実習支援

尚絅学院大学教職課程センター　事業計画

　分野１　教職指導に関すること 　分野２　教員就職支援に関すること 　分野３　外部関係機関との連携協力等に関すること

２０２５年度　尚絅学院大学教職課程センター　事業計画

４　事業計画

１　目的 本学の教職課程の改善及び充実を図るとともに、学生が教員としての資質能力を主体的に形成していくことができるように支援する。

２　本年度の重点

 　教職を目指す者としての志を高め，気構えを創ること

 　教員採用試験１次を通過できる基礎力を定着，伸長させること  　教職に対する抱負・課題意識を明確にもつとともに，社会人・組織人としての基礎を養うこと

３　事業計画立案の視点

　宮城県及び仙台市をはじめとする各自治体の「教員育成指標」を踏まえ、「養成」「採用」「研修」の各段階との関連を明らかにしながら、当センターの事業計画を立案する。

　教職課程コアカリキュラムに基づく講義とともに、本学の自主性や独自性が反映された教職に関する事業を企画・立案する。

　連携先教育委員会等の協力の下、教員を目指す学生が実践的な学びができるような事業を企画・立案する。　

　関係機関との情報共有を図りながら、教員採用試験の早期化等に伴う養成講座のあり方、教育実習や介護等体験のあり方を早期に検討し、事業計画立案を行う。　


